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編集・発行 豊かな郷づくり推進協議会

　令和5年9月3日（日）、4年ぶりに開催された豊郷地区体育祭が、地域社会を再び一つにしました。今年はお
盆を過ぎても暑い日が続き、台風よりも気温の方が気になり、熱中症の心配がありましたが、当日は比較的雲
も多く気温がいちばん高くなる昼過ぎには終了するようにプログラムを変更したこともあり、大きな怪我や熱
中症の発生もなく、無事終了しました。
　前回に比べ、参加自治会の数は減少しましたが、その代わりに、地域の団結力が輝いた瞬間が多く見られま
した。特に、小学生リレーと親子リレーは、体育祭の中でも注目の的でした。子どもたちが一生懸命走る姿は
会場に感動を与え、子どもたちの笑顔と親子の絆が、会場全体を明るくしました。若い世代からご年配の方々
まで、多くの地域住民が一堂に会し、熱い競技を繰り広げました。これが体育祭の醍醐味であり現在の社会に
も必要なことではないかと思います。
　豊郷地区体育祭は今年70回目の開催となりました。70年以上も続いているこの体育祭の成功は、地域社会の
結束と協力の賜物であり、来年以降もこの素晴らしい伝統を続けることを願っています。次回の体育祭も、地
域の一体感を高め、楽しい瞬間で溢れることでしょう。
　体育祭の準備、運営には地域のたくさんの皆様にご協力をいただきました。特に当日の運営委員としてお手
伝いしてくれた各小学校の児童の皆さん、暑い中ありがとうございました。地域の皆様のご参加、ご協力、そ
して熱い応援誠にありがとうございました。

豊郷地区スポーツ協会会長　栁沼　高史

お菓子ゲットしたよ

まっすぐに進まないよ！

源平玉入れ
ーつ、二つ・・・親子リレー、一着でゴールイン

元気な子あつまれ

豊郷地区体育祭で地域が再び団結、小学生リレーと親子リレーが輝く！豊郷地区体育祭で地域が再び団結、小学生リレーと親子リレーが輝く！
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　豊郷地区社会福祉協議会主催の敬老会式典が4年ぶりに開催されま
した。
　9月16日（土）豊郷地区市民センターで93名の敬老会参加者と来賓
者11名、社協関係者30名計134名で開催、午前10時00分から式典開始
し、初めに社協岡地順三会長よりご挨拶、その後宇都宮市長佐藤栄一
様、市議会議員駒場昭夫様、地区連合自治会長首藤愼二様に来賓者ご祝
辞をいただきました。
　次に豊郷地区敬老該当者4,695名を代表して青葉台自治会の菅原　亘
様に記念品が贈呈されました。また、豊郷地区で今年めでたく100歳
になられた方5名のうち白石登美子様（富士見が丘自治会）に国、県、
市、地区社協から賞状、記念品、祝辞等が社協岡地会長から授与されま
した。
　つづいて、小学校児童代表として宇都宮市立海道小学校6年山﨑真帆
さんがお祝いの言葉を述べられ、その後に祝電を2通披露して式典は終
了し、休憩となりました。
　休憩後、アトラクションに入り、ニュー富士見が丘団地有志の皆さん
（スノーボールド）による楽器の演奏と歌が行われ、後半になると敬老
者も演奏に合わせて一緒に歌い楽しみ、今日は非常に楽しく過ごすこと
ができて良かったと喜ばれました。

社会福祉協議会事務局長　北條　博

　今年度「豊郷地区婦人防火クラブ」から「豊郷地区女性防火クラブ」と名称を変更し、新規会員も増え
本来の活動が徐々に再開されてきております。9月12日（火）、会員の防災意識の向上を目指し「防災に
関するスキルアップ研修会」を実施いたしました。
　当日は栃木県防災士会副理事長　引地隆久様（岩曽在住）と4名の防災士の方々をお迎えし、会員21名
が「防災講話」に耳を傾け、HUG（避難所運営訓練）では想定問題訓練に全力で取り組みました。
　避難所では生活環境の異なる方々（ご高齢の方、ご病気の方、妊婦さん、小さなお子様連れの方、外国
の方、ペット連れの方・・・）と、個々に対応すべき事象が山積している中で受け入れ準備の重要性を強
く感じました。そして集団の中での敏速な判断、行動がその後の対応に大きな影響を及ぼすことも実感い
たしました。
　私たち会員も常日頃から災害への心構えと準備、連携をもって機敏に対処できるようなシステムを構築
していきたいと考えており、今年度中に2回目の防災研修も予定しております。
　今後とも皆様とともに地域の安全・安心を守り「豊かな豊郷を！」と願っております。

豊郷地区女性防火クラブ会長　久我　緑

社協からこんにちは　敬老会を開催しました社協からこんにちは　敬老会を開催しました

豊郷地区女性防火クラブ活動
～避難所運営訓練を実施しました～

　※今回号の「とよさと」より、このような形で、豊郷地区社会福祉協議会において取り組んでいる事業をご紹介いたします。



T O Y O S A T O  N E W S T O Y O S A T O  N E W S

T O Y O S A T OT O Y O S A T O  N E W SN E W S T O Y O S A T OT O Y O S A T O  N E W SN E W S

　宇都宮市の北に位置する豊郷地区は、多くの古墳群や美術館・高校・
大学がある文化的にも教育的にも素晴らしい地域です。
　そんな地域を8月25日（金）、宇都宮コミュニティFMミヤラジの企画
「うつのみやさんぽ」として、パーソナリティの中村長司さんそしてミ
ヤラジのメンバー4人、古墳にコーフン協会支部長そして案内人の亀和
田さん、豊郷地区から豊かな郷首藤会長、社会福祉協議会岡地会長、婦
人会綱河会長、久我副会長、車出しを担当された元気スポーツクラブ齋
藤会長と共に、10月8日（日）に行われる「第27回豊郷まほろばの道歩
け歩け大会」で歩く道を辿って参りました。
　スタートは北山霊園。ここは北山古墳群があり、案内人亀和田さんよ
り興味深い話をお聞きしました。そして、いこいの広場を目指し自然豊
かな景色を堪能しながら、帝京大学を通り瓦塚古墳へと足を運び、ここ
でも亀和田さんの説明を受け、豊郷には文化的遺産がこんなにも多いの
かと驚きました。
　そして最終のキバナコスモスの群生地へ。目にしみ入るような黄色い
花が咲き乱れ圧巻の景色。長年キバナコスモスを育てられた鈴木康夫さ
んご夫妻のお話をお聞きすることができました。奥様からは自家栽培の
美味しいスイカをいただいて、とても満足な企画となりました。

婦人会会長　綱河　和子

　10月8日（日）、豊郷まほろばの道歩け歩け大会が5年ぶりに第27回大会として開催されました。
　歩け歩け大会は、23回大会（令和元年）が台風接近のため中止となり、24回大会（令和2年）から26
回大会（令和4年）までコロナ禍により中止されてきました。今回無事に開催することができ、主催者は
じめ関係者の皆様のお喜びも一入のことと思います。
　当日は天候に恵まれる中、10キロ、5キロ、2.5キロ（豊老連）の3コースにあわせて300人余の方が参
加し、秋の豊郷路を満喫されるとともに、完歩後には、婦人会のみなさんが心をこめて手作りした具だく
さんけんちん汁に舌鼓を打ち、疲れを癒していました。60代の女性参加者は「10キロを歩いて少し疲れ
たけど楽しかった。けんちん汁もとてもおいしかった。また参加したい」と話していました。
　歩け歩け大会は、豊かな郷づくり推進協議会が主催し、連合自治会や婦人会、民児協、豊老連など関係
団体により組織された実行委員会（委員長：元気スポーツクラブ会長　齋藤武士氏）が開催、運営にあ
たっています。またリサイクル推進員のみなさんが、各コースを歩きながら道沿いに捨てられているゴミ
を収集するなど、地域の美化活動に尽力されています。
　関係者の皆様、お疲れ様でした、そしてありがとうございました。

ミヤラジ企画「うつのみやさんぽ」に参加して

5年ぶりに開催！　豊郷まほろばの道歩け歩け大会
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豊郷データ
世帯数　14,713世帯	（＋28世帯）
人　口　32,912人	 （－41人）
　男　　16,372人	 （－18人）
　女　　16,540人	 （－23人）

令和５年11月末日現在
（令和５年８月末日比）

令和6年宇都宮市豊郷中学校区二十歳を祝う成人のつどい
開催日：令和６年１月７日（日）	 会　場：ホテル東日本宇都宮
受　付：午前９時３０分～１０時	 開　式：午前１０時
　※対象は平成 15年 4月 2日～平成 16年 4月 1日に生まれた人

どんどん焼き
日　時：令和６年１月１３日（土）　    時　間：午後 4時 30分～
場　所：豊郷地区市民センター西側田んぼ　 ※雨天のときは翌日に順延

広報紙編集またはホームページ作成ボランティアを募集しています！
豊郷地区内にお住まいで、ご自分のパソコンを持っている方であれば、初心者でも大歓迎です。下記にご連絡ください。

（豊郷地区市民センター内）　☎６６０－２３４０

　11月3日（金）文化の日に豊郷中学校生徒の皆さまに募集し、ボランティアにお集まりいただきまし
た。長岡百穴は1年生、北山古墳は2年生、瓦塚古墳は3年生、3年間でこれらの史跡のボランティア活動
を体験できることになります。
　古墳清掃には1年生から3年生約２４０名の参加をいただきました。古墳清掃ボランティアとして、主
墳の刈草集積、史跡内の枯れ枝拾い果樹ゾーン整理などをしていただきました。おかげさまで清掃美化さ
れました。ありがたく感謝申し上げます。古墳群に葬られている方も喜んでいると思います。古墳群は、
6世紀に築かれた後期古墳とあります。平成13年から平成15年まで発掘調査が行われました。この時も
発掘体験として豊郷中学校生徒の皆さまも来てくださいました。
　発掘を見学して、この古墳を制作した当時の人達の能力は今の私たちより優れていると思います。重機
もなく人力で大きな石を動かし石室内に隙間から土がこぼれないように良質な粘土で石室外側全体を薄く
覆っていました。すばらしい技術だと思います。作業終了後宇都宮市文化課の協力により、各会場で現地
説明会が行われました。
　豊郷中学校の先生方、宇都宮市文化課の皆さまご協力ありがとうございました。

瓦塚古墳群愛護会会長　駒場　伸一

豊郷中学校の生徒による古墳清掃ボランティア

　豊かな郷づくり推進協議会の環境部会は、豊郷地区内のリサイクル推進員
で組織し地域の皆さんにゴミの分別や資源化などのPR活動に努めています。
　また、豊郷地区地域ビジョンの具現化に向けた取り組みとして、令和2年
度から「花の郷とよさとづくり」事業に取り組んでいます。
　この事業は、各自治会のゴミステーションをきれいにして、その周りに花を植栽したプランターを置

き環境美化に努めるとともに、花壇等に花を植栽
することにより「花の郷とよさとづくり」を進
めていこうとするものです。今年度は11月18日
（土）に、豊郷地区市民センターにおいて、希望
された自治会に、ビオラの花苗を配布しました。

環境部会会長　駒場　昭夫

花の郷とよさとづくり  ～花苗を配布しました～


